
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

榎本佳樹生誕 150年記念事業 2023   足跡をたどる探鳥会 第 6 回 高野山  7 月 16 日 大阪支部・和歌山県支部共催     

             

榎本 佳樹（1873～1945） 
徳島市生まれ。陸軍幼年学校

から士官学校に進み、1897(明治
30)年以降、1911(明治 44)年まで
軍人生活を送る。1916(大正 5)
年、日本鳥学会入会。1917(大正
6)年、高野山中学に奉職。16 年
間を高野山で過ごされ、付近の鳥
類調査を実施。1933(昭和 8)年、
山を下って大阪に転居、大阪支
部の実地指導者となる。 

1945(昭和 20)年１月急逝。その
6 ケ月後の大阪大空襲で都島に
あった自宅が炎上し、未発表の資
料等が焼失した。 

著書に、「野鳥便覧」の他、「野
の鳥の思い出」があり、又、動物
学雑誌、鳥、野鳥、農林省発行の
鳥獣報告集等に数多くの報告、
論文を残されている。  

 

 

 
「野鳥」1960 年 25 周年記念特

集号から複写引用 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

榎本佳樹と高野山 

 1917（大正６）年から 

1933年（昭和8）年 3月に 

かけて高野山中学で教鞭を 

とられるとともに、農林省の

委託を受け付近一帯の鳥類

を調査し、高野山の野鳥に関

する貴重な記録を多く残され

ています。 

 ここでは、高野山中学の学

友会の会報「三密」の記事を 

紹介しました。 


